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わたしたちが住む福島県は，「はま・なか・あいづ」という３つ

の地方で構成
こうせい

され，豊
ゆた

かな自然
し ぜ ん

，古くからの伝統
でんとう

文化と歴
れき

史
し

，おい

しい食べものなど，さまざまな魅
み

力
りょく

にあふれています。 

 みなさんが生まれる前の 2011 年（平成 23 年），福島県は東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

という大変
たいへん

大きな災害
さいがい

にあいました。それでも，人と人が手

を取り合い，力を合わせて，問題をひとつひとつ解決
かいけつ

してきました

それらを通
とお

してつちかわれた，人と人とがつながる力や，課
か

題
だい

に対

して前向きに挑
ちょう

戦
せん

を続
つづ

ける力なども，「福島ならでは」の魅力のひ

とつであると思います。 

「わたしたちのふるさと福島県」には，たくさんの魅力がつまっ

ています。みなさんがこの副読本
ふくどくほん

を活用して，福島県の今を見つめ

福島県の未来について考えることで，自分たちの身
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

のよさ

を感じるとともに，福島県に愛
あい

着
ちゃく

と誇
ほこ

りをもつきっかけとなります

ことを願
ねが

っています。          

 

           令和６年３月 福島県教育委員会教育長 

                        大沼
おおぬま

 博文
ひろふみ

 

（写真：尾瀬
お ぜ

国立公園の水
みず

芭
ば

蕉
しょう
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